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まちづくり市民ワークショップ 
【第２回 報告書（概要版）】 



1 

■グループＡの成果① 

■「若者や子育て世代が暮らしやすいまち」にするためには 
テーマ 施策の提案 行政にやってほしいこと 市民ができること  

暮らしやすい 

まち 

まちなか再生の運営チー

ムを作る 

駐車場（駐輪場）の整備 

お手洗いの整備（土・日曜日） 

商工会のお手洗いの利用 

商工会の意識改革 

小野瀬邸の銀杏拾い 

看板（商店）の見学会街並みに並べる 

積極的に声をあげる 

 どらすてを若者向けに！  

０才～18 才 

まで切れ目 

ない居場所 

づくり 

地域にある学校を活用す

る仕組みづくり 

空家の事情や条件を深堀する  

大学生・高校生に貸してくれる店舗を探

す 
 

商店街の空き地に仲介する  

担当窓口を作ってもらう  

大学生の起業「商店街」  

ふるさと納税に力を入れよう！  

長山小学校・松葉小学校の空き教室活用  

朝夕の学校の開放 速やかに！  

見守り隊の募集 見守り隊への参加 

遊ぶのは自己責任  

安価な保険への加入システム  

男性社会の脱却 父性を育てる 親育て講座 夫婦の意識改革 

経済的支援 
大規模な施策改革をして

移住者を増やす 
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■グループＡの成果② 

■「全ての世代が学ぶことを楽しむことができるまち」にするためには 
テーマ 施策の提案 行政にやってほしいこと 市民ができること  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中高生のきっか
けの場 

小野瀬(登録文化財)で茶
会 

  

オンライン配信 
学ぶ機会の提供 

職業訓練所を増やす 
赤レンガ(内塀)でやって

いるのを拡充 

ＰＣ作業等得意な方につなぐサービス 
市民講座のポータルサイト 

文化財を増やす 

誰もが学び続けられる仕
組みづくり 

ＩＴ機器を使えるような場 
オンライン配信 

アーカイブ機能の活用 

学び考え続ける姿勢 

生涯学びの提供 
龍ケ崎の文化継承、情報
共有 

まちづくりコーディネーター 

興味を持ち参加する 

登録文化財を活用するイベント企画 
歴史ある街並をレトロな表現で市外に
ＰＲ 
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■グループＢの成果① 

■「全ての市民が健康で暮らせるよう、健康福祉の取組やスポーツを推進するまち」にするためには 
テーマ 施策の提案 行政にやってほしいこと 市民ができること  

孤立 

居場所作り「孤立」をな
くす「皆の作業室」～一

人になれる場所～の提案 

場所、フォーマット情報 
会員登録 
実際に来てもらう 

クリーンディの増加。月
１回くらい地域コミュニ

ティに役立っている。 

市が回数増やす 
市内一斉清掃を現在年２回を増やす。集

まれる日程を 

市民は引き続き参加する 

運動行事 

市内各所を回るウォーキ

ングスタンプラリー 
長寿会のグランドゴルフ
等の活動のオープン化 

市の大会運営 
市民が意欲的に参加する 
子どもが楽しめる内容 

それぞれのコミュニティ
センターごとに行ってい
る行事を、子どもも含め

て行う 
コミュニティセンターご
とに競技を行い、市全体

で代表者の競技を行う 
朝のラジオ体操の普及・
促進 

各コミセンごとの行事を市でまとめて

お知らせする 
コミセンごとの運営 

健康体力 

チェック 

行政支援広い年代向けに
健康増進への取り組みと
して、体力測定を定期的

に行う、 
ラジオ体操場所の提供参
加者にはシールがもらえ

るなど行ってほしい 

測定場所、人手の提供。統計をとって市
民の健康増進への取り組みの見える化 

ラジオ体操をもっと広めたら。ラジオ体
操に参加したらシールをもらえるなど。 
小学生、中学生で、例えば小５、中２で

市内の子ども全員健康診断を行う。その
結果を親子で共有。 
将来の健康を早くから意識づけとなる 

・市民は参加する 
・同年代の交流が図れる 

定期的に体力測定(握力、
肺活量、柔軟性など)を市
内何カ所かで行い、(土・

日に)幅広い年代で健康
意識を高める取り組みを
行ってほしい 

  

グランドゴルフ(若柴、久
保台)ペタング、わなげ長

寿会でやっている。長寿
会だけでなく、他の年代
にどう広げるか。 

グランドゴルフをコミュニティセンタ
ーごとに行ってもらって市で大会を開
く。間口を広くした上で 

大会をサポートしてもらう。 

 

やっている地区と取り組
んでない地区の違いをり
ゅうほうーなどで取材し

て紹介 
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現状の課題 

公民館市民講座(健康麻
雀)の募集枠の制限の改
善 

行政は 
・枠を広げる 
・先着順でなく抽選にする 

市民は改善を提案する。 

市民のコミュニティセン
ターで行われている講座
を市民で共有できるよう

にアナログ、デジタル両
面でりゅうほうーとライ
ンでのお知らせ 

ペタング、健康麻雀など、項目別にどこ
でやることができるか。知りたい市民は
いると思う。 

コミュニティセンターの
口座の改善。現在、女性

向けが多すぎる。 

 

行政による支援 

市民個々の特性に合わせ
た情報の提供 

デジタルトランスフォー
メーション(つくば市) 

行政は情報を発信する  
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■グループＢの成果② 

■「支え合いや交流が育まれるまち」にするためには 
テーマ 施策の提案 行政にやってほしいこと 市民ができること  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

異文化理解 
(共生) 

   

ご近所付き合い 

価値観の相異多様化もあ
り、難しい時代 
普段の付き合いはなくて

も、災害時にはつながれ
るために必要ではない
か。 

 

行政・市民、防犯パトロール、クリーン

デイ、バス旅行の機会をふやすなど 
最低限のつきあい・交流は維持した方が
よい！ 

長寿会は市のバスでバス
旅行に行っている。自治

会で安いバス旅行があれ
ば交流できるのでは？ 

 

防犯パトロール、クリー

ン作戦などで顔を合わせ
る機会が増えるのでは？ 

 

龍ケ崎市駅前のイルミネ
ーション大学生と地域の
交流 

 

交流の場、交流の機会の
増加 

 

小中学校と高校・
大学とのつなが
り 

龍ケ崎市駅イルミネーシ
ョン設置は「龍勢会」久
保台小おやじの会が母体

の方々が行った。 
行政 

検討の場の提供 

市民 
議論の参加 
色んな意見がある 

流大の社会人向け講座が
あればいいのでは。 

地域と学校(小中高大)の
連携イベント・運動会な

どの検討の実施 

歴史・文化の継承 

龍ケ崎出身の偉人の紹介
を歴民でコーナーがあれ

ば郷土愛が生まれるの
は？ 

歴民の周知に力を入れてほしい 

龍ケ崎市には字がないのはなぜ？など
から地元の歴史を知るコーナーもあっ
たら 

行政は継続・伝承の支援 

祭の継続 

市民の支援 

撞舞の継続 
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■グループＣの成果① 

■「全ての企業や事業者の事業活動、起業・創業を支援するとともに、多様な働き方、女性活躍を実現するまち」にするためには 
テーマ 施策の提案 行政にやってほしいこと 市民ができること  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

起業する人の環
境・支援を良くす

る 
人財を確保する 

起業家を町づくり人材と

むすびつける 

商工会・市役所・大学を連携する仕組み

を作る 

バックアップ 

歓迎会をする 

大学との連携を

深める 
事業提案イベント 

場所・予算提供 

専門家確保 
ボランティア 

地域文化・歴史を

活用 

芸術家の人を来させる 

アニメスタジオを作る ステンドグラス 

現代アート 

ガラス工場 

伝統的なおまつりに女性
が参加 

まんがを作る 

新しい産業を育
成する 

陸上養殖 
うなぎ・鯛など 農家の方たちに協力 

ボランティア 

アイデア 
企画出し 食の体験収穫イベント 

女性活躍推進 

環境を整える 

場所提供 市民が運営 女性がふらっと相談でき
る場所 

女性が働きやすい基準作
り 

基準達成した会社への減税助成金 アイデア出し 
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■グループＣの成果② 

■「龍ケ崎の魅力を高め、地域交流や移住・定住が進むまちにするため」の「施策・取組み」と「取り組む際の役割」を提案してください。 
テーマ 施策の提案 行政にやってほしいこと 市民ができること  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

龍ケ崎の歴史・文
化をＰＲ！ 

文化財保存活用地域計画 

やる気を出す 
予算をとる事 

専門人財確保 
「歴史・文化の町」という言葉にして標
榜する 

資料でｎ 

地域計画の市民の手伝い 
歴史資源の周知と活用 

町屋活用イベント 

東 京 か ら も 近
い！！けど自然

もあり 

   

空き家を利用し

た移住・定住の促
進 

空き家バンク 
新しい仕組み 

市が空き家を市民に貸す 

高校生が運営する交流の場 空き家に企業家を 

アーティストインレジデンス 

龍ケ崎ブランド
をＰＲしよう 
龍ケ崎イベント

をこまめにやろ
う 

シティプロモーション計
画 

企業家ネットワーク 

企業家の支援 
助成金援助ノウハウ提供 
「まちづくり起業賞」創設 

スモールビジネス 
市場が世界にある 
リンク利用者を町づくりに市民団体か

ら誘う 
コーディネートする人要 

公共交通の充実    
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■グループＤの成果① 

■「激甚化する自然災害や日常生活の危険から市民を守るまち」にするためには 
テーマ 施策の提案 行政にやってほしいこと 市民ができること  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人とのつながり
による災害の対
応 

町内(班)の情報交換。班
の集まりによる人のつな

がり 
市のホームページを活用
する 

自治会の役割明確 

各家庭への集まりへの声掛け 
最終的に市で管理する(バラバラは無

理) 

若い世代の町内会参画として、町内会公
式 LINE からの発信 

ボランティア証明書の発行 

コンビニエンスストアや

掲示板等で多く貼り、強
く認識させる。 
自治会に広報を配布す

る。 

マーケティング部門を市役所で作るか、
外部に委託する 

メリットの強調・明確化 
若者が LINE の使い方講座 

９／１防災の日イベント 市役所にて 避難訓練の実施(自治会・町内) 

市内各地域での防災動画発表会 

市の youtube で共有 
 

どうしたら水害
発生時に被害者

数を抑えられる
か 

龍ケ崎市のコミュニティ

ラジオ局を作る！！ 
SNS(HP)で存在を認知 

市の不動産会社にハザードマップの共

有を依頼して、協力してもらう。 

マンション居住者向け防
災教室 

市のホームページ、SNS の発信方法の改
善、分かりやすさ重視 

 

防災キャンプの実施 
自治体・消防団と連携したイベントの開
催 市民の参加 

防災無線が聞きづらい youtube での防災無線の共有 

龍ケ崎の防犯と

して、何が大事か
必要か 

設備の増加 

街灯を増やす 
人通りの多い場所の調査 

行政に対しての依頼 
 

空家処分法についての積極的発信  

自治体のゴミ出し等につ
いて、日本語と英語の表

記 

広報で周知  
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■グループＤの成果② 

■「人口減少・高齢化が進む中でも、生活利便性や移動利便性が確保され、暮らしやすいまち」にするためには 
テーマ 施策の提案 行政にやってほしいこと 市民ができること  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

何をして人口を
増やすか 

市議会議員とのタウンＭ
ＴＧを増やす。 

まちづくり市民ワークショップの継続
的な開催 

市民の参加 
若者の参加 

特急が停まることをアピ
ール 
→東京に通う人を呼び込

み 

龍ケ崎駅周辺に企業を呼び込む  

アピール点の深堀り 

観光協会との連携 

 

youtube で自主製作動画
を作る 

 

コロッケの自販機(例：オ
ランダ) 

ＳＮＳなどで積極的にアピール 
市の SNS で求人広告を掲載するページ

を作る 
観光協会との連携 

Ｘやインスタでの告知 

企業側は求人広告を出す 

たつのこ山 

→たつのこ富士へ 

ドラマ等のロケ地として

使ってもらう 

求人広告を出す 

ボランティアポイント制
度の電子化 
現金よりも安くする 

  

龍ケ崎市の移動
手段に何を加え

るべきか 

龍ケ崎線の本数増加 
地域通貨の電子マネーを
作り、利用すると市民は

ポイントがつくようにす
る 

龍ケ崎駅周辺に企業を呼び込む 
行政の方で、関鉄龍ケ崎線の利用をアピ

ールする 

市民が公共交通を利用する 

市が管理する自転車の貸
し出しサービス 

レンタルできる自転車の導入 積極的に利用する 

 
 

 
 
 

 


